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1_権太を演じる二代目吉田玉
たまお

男さん。右はお里を
遣う吉田和生さん　2_公演の成功を祝う鏡開き

　
「
第
11
回
内
子
町
子
供
相
撲

大
会
」（
内
子
町
教
育
委
員
会
、

同
相
撲
協
会
、同
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合

会
主
催
）が
８
月
８
日
、
知

清
河
原
相
撲
場
で
開
か
れ
、

町
内
の
６
つ
の
小
学
校
か
ら

計
98
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
年
は
団
体
戦
の
予
選
が
あ

り
、
取
り
組
み
が
充
実
。
ち

び
っ
こ
力
士
た
ち
の
懸
命
な

姿
に
、
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
の
優
勝
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

夏
よ
り
ア
ツ
イ「
子
供
相
撲
大
会
」

団
体
戦
は
内
子
小
Ａ
チ
ー
ム
が
３
連
覇

1_土俵際の戦いにひときわ大きな歓声が上がる
2_団体戦で優勝した内子小学校Ａチーム

男子 女子

１年生 大田原響
ひ び き

生（内子小） 宮岡　さち（内子小）

２年生 宮田　晃
あ き と

和（内子小） 河野さくら（天神小）

３年生 佐野佑
ゆういちろう

一郎（天神小） 大野　結
ゆ い

衣（内子小）

４年生 宮岡　ゼン（内子小） 織田　優
ゆ わ

波（内子小）

５年生 中野　賢
けんしん

伸（五十崎小）清水　未
み ら い

来（内子小）

６年生 木村　　竣
しゅん

（天神小） 大森ほほ美
み

（天神小）

■個人の部優勝者（敬称略）

不
良
息
子
の
権
太
が
、
最
後

に
見
せ
る
不
器
用
な
親
孝
行

が
涙
を
誘
う
、
人
気
の
演
目

で
す
。「
道
行
初
音
旅
」は
桜

が
満
開
の
吉
野
山
が
舞
台
。

太
夫
と
三
味
線
の
皆
さ
ん
の

衣
装
も
桜
色
で
、
明
る
く
美

し
い
景
色
が
内
子
座
に
広
が

り
ま
し
た
。

　

出
演
者
は
三
味
線
で
人
間

国
宝
の
鶴
澤
清せ

い
じ治

さ
ん
、
愛

媛
県
出
身
の
吉
田
和か

ず
お生
さ
ん

な
ど
豪
華
な
顔
ぶ
れ
。
熟
練

の
技
で
、
訪
れ
た
文
楽
フ
ァ

ン
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

人
気
の
演
目
で
フ
ァ
ン
を
魅
了

「
内
子
座
文
楽
」第
19
回
公
演

　

日
本
を
代
表
す
る
伝
統
芸

能「
文
楽
」の
第
19
回
内
子
座

公
演
は
８
月
22
・
23
の
両
日
、

内
子
座
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
時
代
物
の
名
作

「
義
経
千
本
桜
」
の
中
か
ら
、

三
段
目
の「
す
し
や
の
段
」、

四
段
目
の「
道み

ち
ゆ
き
は
つ
ね
の
た
び

行
初
音
旅
」

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
す
し
や
の
段
」は
平
家

頭
目
の
一
人
、
平
維こ

れ
も
り盛

一
家

の
流
転
か
ら
、
因
果
が
巡
り

巡
っ
て
釣つ

る
べ
す
し
や

瓶
鮨
屋
弥や

ざ
え
も
ん

左
衛
門

の
息
子
・
権
太
に
降
り
か
か

る
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

　

大
洲
、
伊
予
両
市
と
内
子

町
は
８
月
20
日
、
伊
方
発
電

所
に
係
る
住
民
説
明
会
を
大

洲
市
役
所
で
開
き
ま
し
た
。

　

内
子
町
か
ら
は
町
議
や
自

治
会
長
な
ど
75
人
が
出
席
。

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
や
原
子
力
規
制
委
員

会
、
四
国
電
力
、内
閣
府
、愛

媛
県
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
や
伊
方
発
電
所
の

安
全
対
策
、
原
子
力
防
災
対

策
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は「
使
用
済

み
核
燃
料
の
処
理
は
ど
う
す

る
の
か
」「
避
難
計
画
が
必
要

な
も
の
が
安
全
な
の
か
」な
ど

安
全
性
を
懸
念
す
る
意
見
が

多
数
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
住
民
と
報
道
関
係
者
で
い
っ
ぱ
い

に
な
っ
た
会
場
の
様
子

再
稼
働
の
是
非
に
関
す
る
意
見
を
集
約

「
伊
方
発
電
所
に
係
る
住
民
説
明
会
」

　

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
２
リ
ー
グ
に

参
戦
す
る
愛
媛
Ｆ
Ｃ
は
８
月

1
日
、
愛
媛
県
総
合
運
動
公

園
ニ
ン
ジ
ニ
ア
ス
タ
ジ
ア
ム
で

セ
レ
ッ
ソ
大
阪
と
対
戦
し
ま

し
た
。
こ
の
日
は
内
子
町
と

宇
和
島
市
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン

デ
ー
で
、
道
の
駅
か
ら
り
が

出
店
し
た
ほ
か
、
記
念
品
と

し
て
両
チ
ー
ム
に
じ
ゃ
ば
ら

内
子
町
の
マ
ッ
チ
タ
ウ
ン
デ
ー
に

愛
媛
Ｆ
Ｃ
が
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
を
撃
破

サ
イ
ダ
ー
を
贈
る
な
ど
、
内

子
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
後
半
20
分
で
１
対

１
の
同
点
に
追
い
つ
い
た
愛

媛
Ｆ
Ｃ
が
、
ロ
ス
タ
イ
ム
に

ゴ
ー
ル
を
決
め
逆
転
勝
ち

し
ま
し
た
。
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
河
原

和か
ず
ひ
さ寿

選
手
が
選
ば
れ
、
オ
ー

ベ
ル
ジ
ュ
内
子
か
ら
ペ
ア
食

事
券
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

１

２

亀
岡
忠た
だ
し
げ重

教
育
長
が
両
チ
ー
ム
に
じ
ゃ

ば
ら
サ
イ
ダ
ー
を
贈
呈

１

２

　

47
都
道
府
県
の
小
学
校
が

参
加
す
る「
第
50
回
交
通
安
全

子
供
自
転
車
全
国
大
会
」（
全

日
本
交
通
安
全
協
会
主
催
）が

８
月
５
日
、
東
京
都
で
開
か

れ
、
内
子
小
学
校
が
団
体
の

部
で
見
事
、優
勝
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
代
表
の
優
勝
は
昭

和
48
年
の
新
居
浜
私
立
金

栄
小
学
校
以
来
、
42
年
ぶ
り

の
快
挙
。
個
人
の
部
で
重
岡

拓た
く
ろ
う郎

く
ん
が
２
位
に
入
賞
す

る
な
ど
、チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
栄
光
を
掴
み
ま
し
た
。

　

８
月
26
日
に
は
選
手
ら
が

愛
媛
県
庁
を
訪
れ
、
中
村
知

事
に
優
勝
を
報
告
。
合
わ
せ

て「
愛
顔
の
え
ひ
め
県
知
事
表

彰
式
」
が
行
わ
れ
、
愛
顔
の

え
ひ
め
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

愛
媛
県
庁
で
優
勝
報
告
を
し
、
中
村

時と
き
ひ
ろ広

愛
媛
県
知
事
と
記
念
撮
影

内
子
小
学
校
自
転
車
チ
ー
ム
が
快
挙

県
代
表
と
し
て
42
年
ぶ
り
の
全
国
優
勝

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

内
子
座
の
外
観

芝
居
小
屋
の
歴
史
的
な
価
値
を
評
価

内
子
座
を
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

　

創
建
１
０
０
周
年
を
迎
え

る
内
子
座
が
７
月
８
日
、
国

の
重
要
文
化
財（
以
下
、重
文
）

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

重
文
の
指
定
に
つ
い
て
は

国
の
文
化
審
議
会
が
５
月
15

日
、
芸
能
が
盛
ん
に
な
っ
た

時
代
の
芝
居
小
屋
と
し
て
の

歴
史
的
な
価
値
を
評
価
し
、

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
て

い
ま
し
た
。
稲
本
隆た
か
と
し壽
内
子

町
長
は「
う
れ
し
い
気
持
ち

と
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
も
守

り
・
活
用
す
る
大
事
な
役
割

を
改
め
て
感
じ
た
。
内
子
座

を
愛
し
育
て
る
町
民
や
フ
ァ

ン
の
皆
さ
ん
、
重
文
指
定
に

力
添
え
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
に
感
謝
し
た
い
」
と
喜

び
を
語
り
ま
し
た
。


